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ハイアットとの出会い 

 

 プラスチック業界の方でもプラスチックを全く学んでこなかった人が少なくない。例え

ば機械系の方で製品設計を担当する方は金属を前提とした設計法を身につけておられる。

デザイナーなら紙、木材、ガラス、陶器ならなじみがある。これら在来材料とプラスチッ

クはものつくりの方も製品の挙動・性能も違う。そこで、このような方のために入門書を

書いた（１）。幸い版を重ね、今も改訂版が従業員教育のテキストなどに使われている。 

これがきっかけになり、一般向けの入門書の執筆依頼をいただいた。原則として図を使

って説明し、漢字にはふり仮名を付け、中学生くらいまで読者層を広げたという意欲的な

企画だった。 

プラスチックの本質を理解することの難しさを知っていただけに苦渋し、私なりにいく

つかの工夫をした。そのひとつが、プラスチックは「樹脂（つまり木の分泌物）」の延長に

あり、太古の昔から使われていたという位置付けだ。これが天然、半合成、合成へと進ん

できたことを説き、在来材料との違和感を払拭しようとした。 

もうひとつは講義で言う「脱線・余談」を出来るだけ入れることだった。これは難しく

て理解できなかった講義中に出てきた脱線部分は良く覚えていると言う、私自身の経験に

拠っている。 

「セルロイド誕生物語」も学生時代に聴いたとは思うが、アメリカの博物館を訪問（２）

したときに強烈な印象を受けた。そこでプラスチック時代の幕開けとして位置付け、取り

上げた。幸いこの本は好評を博し、版を重ねたが、その後輩出した類書に埋もれ、絶版に

なった。そこで本サロンで関係部分を掲載していただくことにした。 

 

注記（１）新装版はじめてのプラスチック、森北出版（2011） 

  （２）セルロイドサロン No.162 

 

 

※次ページ以降の内容は下記の書籍からの転載になります 

 

書名：図解雑学プラスチック 

  出版社：㈱ナツメ社 

  出版；2001 年 10 月 5 日 

  著者：佐藤 功 





 

 





 

 



 

佐藤功の経歴 

 

化学メーカーに就職し、当初は繊維工場で製造技術、プロセス開発を担当。 

企業の石油化学進出に伴いプラスチック部門に転籍し、プラスチック製品の企画設計、加

工技術開発、開発企画を担当。 

定年後技術コンサルタントとして技術指導、教育、講演、執筆活動を続けている。 

２０１３年よりセルロイドハウスでセルロイド金型の研究を続けている。 

２０１７年 7月にセルロイドハウス横濱館副館長に就任。 

 


